
No. 書名 著者・訳者・校注者 出版社 垂水区のどこが登場するか

1 万葉集（二）
佐竹昭広・山田英雄・工藤力男・大谷雅夫・山崎福之 校
注

岩波文庫 垂水の由来

2 古今和歌集 佐伯梅友 校注 岩波文庫 垂水の区境から見える朝霧。朝霧駅の駅名の由来

3 源氏物語（三）
紫式部／柳井滋・室伏信助・大朝雄二・鈴木日出男・藤
井貞和 校注

岩波文庫 塩屋

4 平家物語（三） 梶原正昭・山下宏明 校注 岩波文庫 塩屋

5 好色一代男 井原西鶴／横山重 校訂 岩波文庫 塩屋

6 暗夜行路（前編） 志賀直哉 岩波文庫 塩屋から舞子にかけての浜辺

7 コスモポリタンズ サマセット・モーム／龍口直太朗 訳 ちくま文庫
塩屋、平磯灯標、垂水のクリーク（おそらく福田川）
※所収「困った時の友」

8 深夜の酒宴 美しい女 椎名麟三 講談社文芸文庫 垂水周辺の鉄道沿線

9 垂水 神西清 山本書店 五色山あたりの別荘地

10 バナナ 獅子文六 ちくま文庫 移情閣

11 故郷七十年 柳田國男
神戸新聞総合出版セン

ター
北条（現・加西市北条町）から神戸港へ向かう途中の浜辺

12 蓬莱島余談 内田百閒 中公文庫 明石ノ浦から須磨ノ浦の浜辺

13 狂気の沙汰も金次第 新潮文庫 垂水

14 残像に口紅を 中公文庫 垂水

15 筒井康隆自伝 文藝春秋社 垂水

16 筒井康隆、九十歳のあとさき 新潮社 垂水の飲食店

17 ジェームス山の李蘭 樋口修吉 徳間文庫 ジェームス山

18 少年H（下巻） 妹尾河童 講談社 滝の茶屋、塩屋

19 李歐 髙村薫 講談社文庫 塩屋

20 場所 瀬戸内寂聴 新潮文庫 塩屋

21 神戸、書いてどうなるのか 安田謙一 ちくま文庫 五色塚古墳

22 アンフォゲッタブル 松宮宏 徳間文庫 垂水

23 むぎちょこたんていしゃ 青山友美 ほるぷ出版 垂水

24 カメオ 松永K三蔵 講談社 垂水区名谷町の名谷インター

垂水駅前東広場 仮囲い掲出／協力：シオヤプロジェクト『塩屋文学全集』

筒井康隆

【別紙】「垂水区文学プロジェクト」紹介書籍 全24冊一覧


